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景 045（H23）歴 022（H23） 

 
明治期から昭和初期にかけて活躍した、日本を代表する七宝家

であり帝室技芸員にも任命された並河靖之の自宅兼工房が「並河
靖之七宝記念館」として、平成15年開館、世界の美術界でも貴重
な並河家所蔵の七宝作品を展示しています。 

通りに面して主屋が建ち、北東角には旧工房、その奥に旧窯場
があります。主屋と旧窯場の間から主屋座敷前に琵琶湖疏水の水
を取り入れ、７代目小川治兵衛（屋号「植治」）の作庭した庭園が
広がります。 

主屋は明治27年に建てられた大規模な表屋造りで、通りに面し
て千本格子や虫籠窓、駒寄せがあります。表屋造の背後には平屋
の主屋をつなぐのが常ですが、ここでは２階建の主屋を連ね、鴨
居を高くし、当時珍しかった輸入品のガラス障子がはめられ、明
るく開放的な空間をつくっています。小屋組には屋根裏面と天井
上面筋違が入れられ、背の高い２階屋を支えているため、伝統的
な町家建築でありながら、構造上の新しい試みがなされています。 

旧窯場は、入母屋桟瓦葺平屋建で、屋根は緩く起り、腰高に焼
板を張るなど瀟洒な外観で、漆喰塗込の天井には窯場当時の仕様
が残る貴重な建物です。 

 

 
 

主屋玄関 

旧工房 

 

〒605-0038 京都市東山区三条通北裏白川筋東入堀池町388  

電話／ＦＡＸ 075-752-3277 

アクセス   地下鉄東西線「東山駅」１番出口より徒歩３分 

ホームページ http://www8.plala.or.jp/nayspo/ 
※２０２３年春まで休館。詳細は、ホームページ等にてご確認ください。 


